イギリスにおけるバッケリズムの理論的・実証的研究 by 高川,清明
イギリスにおけるバッケリズムの理論的・
実証的研究
配の基本的な不公平によってではなく，稼得の中断に
よって生じると考えた。その対策として，すべての人
々を貧困線にまで引き上げるフラット・レートの社会
保険を提案した。しかし，これは貧困線以上の所得分
配に干渉する意図をもつものではなかった。
　かれらのこうした政策提案がバッケリズムの根底を
形成した理由は，経済的，社会的諸問題は市場経済シ
ステムの不十分な機能に起因するという共通の認識が
あったからであろう。そしてまた，貧困と経済的不安
定が放置されるとすれぽ，それは市場経済に機能障害
をもたらすと考えられるのである。したがって，貧困
と経済不安定を克服するためには政府による干渉が必
要とされたのである。
　しかしながら，ケインズとべヴァリッジは，政府の
介入は最小限度にとどめられるべきものと考えていた
と思われる。市場経済システムの不十分な機能により
生じる問題を最小限度の政府介入によって克服しよう
とする立場を，自由共同主義（liberal　collectivism）
と呼びうる。
　1990年度においては／ミッケリズムの理論的側面の研
究をしたが，自由共同主義が時間の経過につれて変化
を示している。この点に関しては，次年度において実
証的に研究する予定である。
高　川　清　明
　1950年代の初めから1979年のサッチャー・政権成立ま
でのイギリスの歴代政府は，それが保守党であれ労働
党であれ，一つの合意された枠組みのなかで政策を立
案し，行使してきた。すなわち，社会民主的プログラ
ムともいうべきものが，それである。
　このプログラムは，完全雇用維持のための総需要管
理と福祉国家建設のための福祉サーヴィス計画を中心
に構成されていた。保守・労働両党のこのコンセンサ
スは，元保守党蔵相バトラー（R．A．　Butler）と元労
働党首ゲイッケル（H．Gaitskel1）の名前を組み合わ
せて「バッケリズム（Butskeilism）」といわれている」
そして，バッケリズムの根底をなしたものは，ケイン
ズの『一般理論』　（1936）とべヴァリッジのr社会保
険および関連サーヴィス』（1942）の混合物であろう。
　ケインズは，失業は利潤率の低下よりも，むしろ投
資誘因に関する企業家の不安定な心理的要因によって
生じると考えた。そのため，かれは投資の社会化を提
案したのであるが，これが後に総需要管理という形で
具体化された。他方，ベヴァリッジは，貧困は所得分
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